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本書は、合否発表後または入学手続きが完了するまで、大切に保管してください。
	【作成担当の方へ】 志願者が大学入学試験を受験する際、および入学後に適切な支援環境を検討するための重要な審査資料となります。日頃講じられている（または講じられていた）配慮の内容について、客観的かつ具体的にご記入をお願いいたします。
※卒業見込者は、高等学校等で実施している配慮の内容について学校の先生が記入してください。
※卒業見込者以外の方は、高等学校等に在学時の状況や配慮の内容について保護者の方等（学習塾の講師、医師、
カウンセラー等も可）が記入してください。
※　3. 作成者情報において、原則として学校公印（学校印・予備校等の機関印）を押印してください。既卒等で公印の準備が困難な場合に限り、作成担当者の個人印（認印等）による押印も可とします。


1. 志願者情報
	志願者氏名
	生年月日

	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	（　　　　　　年　　　月　　　日生）

	学校・機関名
	○で囲ってください。

	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	高等学校/ 高等専門学校/ 専修学校/ 
予備校/ その他（　　　　　　  ）　　

	在籍期間

	　　　　　　年　　　月　　　～　　　　　　年　　　月　（選択：□在籍中　/　□卒業）


2. 具体的な配慮状況および経緯（記述欄）
【実施内容・場面・頻度など】（上記のチェック項目について具体的にご記入ください）
（記入例：四肢麻痺に伴い、1年次より定期試験時は別室受験とし、マルチトイレに近い試験室を設定しています。
また、試験時間を1.3倍に延長する措置を継続して講じています。テスト以外の場面においても、冊子をめくる補助などを行っています。）
	


3. 作成者情報
上記内容は、志願者に対して実際に講じられた（または講じられている）配慮の実績に相違ないことを証明いたします。
	ご担当者様氏名
	作成日 ※本学への申請日から3ケ月以内に発行されたものであること。

	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　（　　　　　　　年　　　　月　　　日）

	ご連絡先
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	学校・機関名
	○で囲ってください。
	印


	(　　　　　　　　　　　      )
	高等学校/ 高等専門学校/ 専修学校/ 
予備校/ その他（　　　　　　　　）
	

	志願者との関係　　(記入例：クラス担任、予備校講師、塾長 等）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	
	


※記載内容について、確認のため本学よりお電話等で事実確認をさせていただく場合がございます。
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